
校訓 「本気でやれば何でもできる」 

                               さ          き              た         ま 

 年度末、卒業・進級の時期を迎えて 

校長 鈴木 久美子 

年度の考え方、始まる日や終わりの日は国によっても異なりますが、日本では、会社でも学

校でも４月に始まって３月に終わるところが多いように思います。四季（春夏秋冬）や暦（二

十四節気）などにより自然界の季節の違いを敏感に感じ取ってきた日本の文化の特徴とも言え

るかも知れません。最近は、この四季にもズレを感じますが……。 

それでも春になると草木が一斉に芽吹き、夏に生い茂り、秋に実って冬に枯れる。そしてま

た芽吹く。このように１年間のスケジュールが進行しています。 

学校で考えてみても、私たちは４月に出会って、その後１年間を通して触れ合い、高め合っ

て3月の年度末を迎えます。卒業式の歌として本校で歌い継がれている「ふるさと」の歌詞に

は、右のような一節があります。 

卒業式の御来賓としてお越しくださった行田市 

長様の祝辞の中にも似たような内容がありました。 

ここ埼玉（さきたま）の地を誇りに、どこにいても頑張れる皆さんでいてほしいと思います。

〝成功〟は誰かが決めるのではないと思いますが、自分自身努力し、胸を張って堂々と生きて

いける人であってほしいと思います。 

 年度末、３月は別れの季節でもあります。人懐こくて、校長室をのぞいては明るく手を振っ

てあいさつするような３年生の皆さんでしたが、卒業式で卒業証書を渡す時には、一人一人決

意と覚悟が感じられ、とても凛々しく見えました。この瞬間はこの職業でしか味わえない、本

当に言葉では言い尽くせない感動があります。〝教師〟という仕事は、ブラックというレッテ

ルが貼られている昨今ですが、喜怒哀楽を共にしてきた様々な思い出がよみがえってくること

で、これまでの苦労が吹き飛び、「また春を迎えて頑張ろう！」「次はもっと良い1年（学級・

学年）にするぞ！」という気持ちになるから不思議です。こう思うのは私だけではないと思い

ます。人事異動にて本校を去られる先生方におかれましては、新任地での御活躍を御祈念申し

上げます。 

 １，２年生の頑張りにも感激しています。３年生を送る会の準備や当日の工夫を凝らした劇

と群読、有志の出し物、そして卒業式の準備と当日の参加する姿勢、片付け等々、本当に立派

でした。これなら来年度は安心して迎えられそうです。楽しみです！！ 

 生徒や教師が感動する年度末、学校が迎える卒業・進級のこの時期。今後もよりよい埼玉中

を目指し精進してまいります。令和６年度１年間の本校に対する皆様の御支援、御協力に心か

ら感謝を申し上げるとともに、これからの皆様の御多幸をお祈り申し上げます。誠にありがと

うございました。また来年度もどうぞよろしくお願いいたします。 
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３月４日(火) 

３年生を送る会 

を１、２年生が 
企画し、行われ 

ました。寸劇や 

群読を発表し、 
３年生にとって、 

笑いあり、涙ありの心温まる会となりました。 

※ 毎週水曜日
は、ノーゲーム・
ノースマホデー
です。ご協力お
願いします。 

３月１４日(金) 
第７８回卒業証書 

授与式が挙行され 

ました。来賓、在 
校生、保護者、教職員に見
守られる中、義務教育課程
を修了し、自ら選んだ進路
に向かって、歩み始める日
となりました。 

地域等から講師をお招きし、「生命の授業」「金融
講座」を３学年対象に実施しました。義務教育課程
修了を前に社会人としての知識を学びました。 
 

 


